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研 究 主 題

体験的 な学習 を通 して実践力 ・創造力 を高 め 「生 きるカ」 をは ぐくむ指 導の工夫

1主 題設定の理由と研究の主な内容

1主 題設定 の理 由

これか らの時代 を入間 らしく生 きてい くために身 につ けな けばな らな い もの と して、豊か

な人間性 とともに、生徒が 自 ら学 び、 自 ら考 え判断 し、 行動で きる創造的で実践的 な力 であ

る、 いわゆ る 「生 きる力」 の育成が求 め られてい る。 また、新学習 指導要領 における技術 ・

家庭科 の目標 は、次 のよ うに改善が図 られてお り、 その指導 が期待 されて いる。

0生 活 の自立 を図 る観 点か ら、実践的 ・体験 的な学 習活動を一層 重視 し、生活 に必要 な基

礎的 な知識 と技 術の習得 を図 る。

○ 学習 した知識 と技術を実際 の生活 に生 かす ことがで きるよ う、生活 を工夫 した り、創造

した りす る能 力 と実 践的 な態度 を育て る。

そ こで、今年度 は、『体験 的な学 習を通 して実践力 ・創造力 を高 め 「生 き る力」 を は ぐく

む指導 の工夫』 が大切で ある と考 え、本研究主題 を設 定 した。

2各 分科会 の研 究内容

(1)情 報基礎(新:「 情報 とコ ンピュータ」)分 科会

情報基礎 に新 しく加え られた 「コンピュー タを利 用 した マルチ メデ ィア活用」 の在 り方

としてプ レゼ ンテー ションの制作 ・発表 を とりあげた。 情報活用能力 の育成 を図 り、 よ り

よい生活 を創造 す る力を育 て るための指導 にっいての研究 を進 めた。

(2)保 育(新:「 家族 と家 庭生活」)分 科会

生徒 自身が幼児 をと りま く環境 の大切 さについて、実践 を通 して理解 し、保育学習 の中

で、 自分 の ことと して創意工夫が で きる力を育 て るための指導法 にっ いて研 究 を進 め た。

3生 きる力 につ いて ◎
奮

生 活 の 自 立(生 活奄よりよくしようとする生徒)
㌧

課題 を見つ

け、課題 を

解決するカ

一

豊かに生活
を工夫し、
創造する力

一

情報を収集
・判断し、
活用するカ

一

人とかかわ
り、協働す
る力

自分で 自分

を評価 し、

修正する力

i i ii

i
、

生活に必要な基礎的 ・基本的

な知識 ・技術の習得

生活と技術 とのかかわ り

の理解
さ

、1ρ7「1

進んで生活を工夫 し、創造す

る能力 ・実践的な態度の育成
嘘

■

と

ものづくり

髄

蹟 術 β を輻 一 自立 寂 族

コン ピュータ 家

と

讐ノ

と

◎
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皿 研究の内容

「情 報 基 礎 』 ⇒ 「情 報 と コ ン ピュー タ」

1研 究 の構 想 図

技術 ・家庭科の目標(新)

生活に必要 な基礎的な知識 と技術の習得を通 して、生活 と技術 とのかかわ りにっいて理解を深め、

進んで生活を工夫 し創造する能力 と実践的な態度を育てる。

共通研究主題

体験的な学習を通 して実践力 ・創造

力を高め 「生 きる力」をはぐくむ指導

の工夫

「技術分野」の目標

実践的 ・体験的な学習活動を通 して、 もの
づ くりやエネルギー利用及びコンピュータ活

用等に関する基礎的な知識と技術を習得する
とともに、技術が果たす役割にっいて理解を

深め、それらを適切 に活用する能力と態度を
育てる。

研究主題

擁報手段r活 用し、よりよい生活を割造する能力と態度を育てる学習活動

生徒の実態

・コンピュータを使用す る学習活動への興味 ・

関心 が高 い。
・作業 を取 り入れた学習に意欲的 に取 り組む。
・生活 をよ りよ く創造 しよ うとす る能力が乏

しい。
・主体 的に情報 を活用す る場面が少 ない

・情報手段 の活用技 能 に個人差が ある。
・自らの意見、 考えを表現す る能力が乏 しい。

社会からの要請
・現在、高度情報通信社会が構築され、多様
な情報が容易に入手できる環境にある。

・生活をよりよく創造するためには、自らの
生活の課題 に気づき、情報手段を適切に活

用 して課題解決を図ることが大切である。
・情報の扱い方や著作権及びプライバ シーの

保護等を配慮できるための態度やモラルの
向上が必要である。

目指す生徒像

情報機器等を適切に活用でき、自らの生活をよりよくする生徒

1
研究の仮説

主体的に情報機器等を活用 して、自ら考え課題の解決を図 ってい くことや発表する場を設ける授

業を工夫をすれば、情報活用の実践力が高まり生活を創造する力が育っだろう。

1研 究の内容il
r

指導計画の工夫 題材の工夫 学習過程の工夫
「

評価の工夫

・新学習指導要領に ・マ ル チ メ デ ィ ア 用

1

・生徒が主体的に問 ・学習過程で自分の

おける 「情 報 とコ ソ フ トウ ェ ア に よ 題を解決 させてい 目標やよさなどが
ン ピ ュ ー タ」 の 指 る プ レゼ ンテ ー シ ョ く学習活動の工夫 わかる評価の工夫
導計画の作成 ン題材の工夫 ・導 入 、 展 開 、 ま と ・互 いの よさを認 め

・マ ル チ メ デ ィ ア を ・生徒が意欲的に取 めにっ いての工夫 合う評価の工夫
活用 した指導計画

L

組み生活に生かす ・生徒を励ます評価
J

lI

研究の方法

授 業設計 ・授 業実践 ・分析 と考察 ・成果 と課題

一3一



2

i1)

新学習指導要領を踏まえた指導計画(案)

「情報 と コ ン ピ ュー タ」 の指 導 計 画

学 習 項 目1露 間 学 習 目 檬 指 導 内 容

2

1.生 活 や産業 の中で情 δ(1) 。情報手段の特徴や生活 とコンピュー

曹

・情報手段が発達 してきた経緯やそれぞれの特徴を取 り上げ、情報化の進展が生活を充実
報の果たしている役割(D 夕との関わ りについて知 る。 発展 させて きたことを知 らせる。

ヤ ヒ

・精報化が社会や生活に及ぼす影響を 魯檬 々な謹覇にっ いて身近 な事弼 を通 して指導 する
。

知 り、情報モ ラルの必要性を考える。

6

2.コ ンピュータの基本 こ1(D ・・ ンピ.一 ・・躰 的・構成 ・機能L情 報・処理・ 、。.ピ 。.,。 躰 的 蠣 成 、各部 。騰 。つ。。知 、。。
。

的な構成と機能及び操(5) を知り、操作がで きる。
1 ・ソフ トウエアの必要牲 や機能 にっ いて基本的 な操作 を通 して指導する

。
作 ド ソフFウ エアの機能を知 る・

幽s1

3.コ ン ビ 溝 一 タ の利 用U)・ コ ンe°s‐ タの 利 用 形 態 を 知 る 。 ・実際の操作にっ いて は、各種 ソフ トウエア用 のデータを準備 し、生 徒はそのデー タを利

(5) ・ソフ トウエアを用いて、基本的な情 用す る程度 とす る。
江 、ぎ ・ ご 報 の処理ができる。 ・文書処理、表計算処理、図形処理がで きること。

㌘.1
・ここで扱 うデー タは、文字デ ータ、数鰹 デー タ、騒彫 デー タ殺 び遜像 デー タである。

311:等 鷲 野 難 鰐 鞭 ち。利。、。発。、せ。。とも考。。.
6争

4請 報通信ネ・トワー 爵恨(1) 。情報の伝達方法と利用法について知 ・イ ンターネ ッ トな どの コンピュータを利用 した情報通信 ネッ トワークの利 用法 について

ク 、、ザ 浮 。(5)

聴 ・.与 ・
へ囁 ドP、 内

る。
・情報 を収集、 判断 、処理 し発信がで

は、閲覧 ソフ トや メール ソ7ト な どの ソフ トウエアが必要 になることを理解 させる。
・ネ ノトワークの利用者個人を識別す るためのユ ーザIDや

、正規の利 唄者 と して認識 す
囁
ヌ,」} き る。 るためのパス ワー ピが必要にな ることを理解 さぜ る。

・コ ンピュー タを利用 した情報の伝達では、文字のみ ならず、音声や映像 などの情報 もや

六.一 りとりできることを知 らせる。
ゴト 臓; ・精 報の処理や発儒では、棺手の心を傷っけない ように醗慮す るとともに、帽手 に情報 が

適げぞ
声∴

正 しく伝達及び理解されるよ うに配慮す る。

・目的の情 報を自 ら判断、選択 し、処理で きるよ うに配慮す る。
,.

8
5・ コンビ乙一タを 飛鑑・ .毫 葉馨(2)

鳶マルチ脚 の活郵 絶
{

1ζ㌧1・ ざ

ヤ 露 ρ ㌧ .

ヨ∴ 」「ド'1

磁『

・マルチメジィア欄 方浅を

知る¢ 一
・ソ7ト ウエアを還択もて、衰現や琵.
鰭が できる。 ・

m
"

納 毛 一'

ご ㌦ ・ ・

.二

「 一

・身毒な燈報を題縁として鞭墾上げる。
げ壕讐ンピュ伽タを横いて獲懲・資芦・父字などの多様なメヂィアを鎌作させる。'・それら豪複含し、活羅するマル多メヂィアの輔種や菊続の力潔 こついて無らせる。

・

。翻豹に照し鎚關 を殴定し・そ麟 縫の窪灘のソ?き ウエア崇穰いて、作品を嚇 させ、
.影 げ メ撃 イ7の 活騰方法r… … が驚き箏よう篠編 する。

罰1囁 挿 ゴ㌃

氏 汗一1 、㌔8

6.プ ロ グ ラ ム と警嶺 勲L .、 ・(の

篇 し 罰

圃圃

・プnグ ラムの機能を知 り、纏雛叡 プ

.一.懲 ・・ γ[角 『

・コンピュータを働か せるプログラムの遜饗牲 とその畿髭にっいて知 らせる
0

纈 ぎ 二{6) ログラムの幟 ができるす ・身近な生活の中に、コンビSタ を虜いて詳測 ・纐 ゑ痢 霜されていることを知らぜ、

一 証 「.
・コ ンピュー タを用いで鷲、繕蝉 な計謎 ・ 目飽に応じた纏単な、言葦測 。繍 ができるよう繕するΩ

,_

『・炉 r二 繍 ができる。
、-5

.

計 濤 「四ン28

ピュータと情報を半々」 一 ものづくりを重視
※網掛 けの時間数 は、「5,コ ンピュー タを用いたマルチ メデ ィアの渚用∫6.プ ログラムと計測 ・制御」 のどち らかを選択 して行 うものとする。

ラ

コ
コ

コ
コ

俊

A

B

「情報 とコ ンピュータ」 の学年別指導計画
「ものづ くり」 と 「情報 とコ ンピュー タ」 を各学 年ごとに配 した場合
一ものづ くり

一 と 「情報 とコンピュー ター を1学 年にまとめ取 りした例

〈2年 生で まとめ取 りす る例 もある。〉

「
　 　

A:鷲 報 とものつ くy
i

8も のづくり重後 7
「

指導 内容

IU生 活や産業の中で情報手段の果 た している役割 について、次の事項を指導す る

ア 憎報手段の特徴や生活 とコンピュータとのかか わりにっいて知 ることがで きる
レ コ ロ　 　　ロ　　 　 　ロロ　コ ロコ　　 　　　ロ コ 　 　 　　　　ココ

イ 情報化社会や生活に及ぽす影響 を知 り、情報 モラルの必 要性 にっいて考える こと

12、 。ン。。一,。 。轍 。。、。能。知,灘 。、。、と.

ア コンピュー タの基本的構成 と機能 を知 り、操 作ができること

障i難 総::

　

1蕃 ら3年を通瞳 饗 鷺 ζ;1.2.3LZn7年を通賑 雛 等渤

1倒2年13年 1年1・ 年13年 蚕 工 圃 』3年1年 」2年F3年

る

きる
.in'1

i ・糾1焦 一 』 ・h:}
∴ 』_.一,

る こ と,

、

lhl
..._1_..__,.,.__.._..._._i_......
lh,lhlh

1

2h 2h
;

2h2h』

2h 2h 4h 2hl2hl14h

ト
イ ソフ トウエアを用いて、基本的な情報の処理がで きること。 卜錨L⊥ 斗7h. 1ヒ .1h儲

●

liの 情 報通信ネ ットワー クにっいて、次の事環 を捲導す る

ア 情報の伝達の特徴と利用方法を知る。

イ 情報 の収集、 判断、 処理 し、発信で きること。

{5}コ ン3-.y.を 尉燈 したマルヂメ夢 イア礎翻 について、次の輔 を指導す ξ1

2h

2h

ア マル多メヂ47の 鞘嶺と利壌方趨を知ることができる9.

イ ソ7ト ウコ=アを遷蝦 して、繊 や発悔ができる こと。「頓 蹴;. z齢

1h

8h

161プ ログラムの計 測 ・制 御にっいて、次の事項を指導す る.㌔

ア プログラムの機能 を知 り、簡単なプ ログラムを作成す ることがで きる。

イ コンピュータを用いて、簡単な計測 ・制御かできること。一 一一一 一一 一
_タ 学奪計

0
技術とものづくり 学隼計

蟹穣とコンピュータ 総計

4h

4h

I2h,16h

23h119h

A3h

2h

2h

4h

警◎勧

技術 とものづ くり 総計

15h;35h

2.5hIOh

Oh

35h

d3h

4h

4h

8h

9.5h

2h

4h

2h

4h

2h

2嚢

sa

en

4n`

8h

44.5h 44.5h
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25h†i重
32h
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(3)プ レゼ ンテ ー シ ョンの指 導 計 画

訳 自 己 紹 介 環 境 問 題 生 活 の 知 恵 学 校 自 慢

課題の設定

(導入)

[1h)

・目的を理解 させ る。

・興味 ・関心 を もたせる。

(教師作成 の自己紹介 を

行 う)

・目的 を理 解 さ せ る。
・興 味 ・関心 を もた せ る。

・目的 を 理 解 させ る。

・興 味 ・関 心 を もた せ る。

・目的 を 理 解 させ る。

・興 味 ・関 心 を もたせ る。

操 作説明

Clh)

・プ レゼ ンテ ー シ ョ ンソ フ

トの 使 い方 。

・プ レゼ ンテ ー シ ョ ン ソ フ

トの使 い方 。

・イ ン タ ー ネ ッ トの 利 用 方

法。

(説 明 後 に操 作 にな れ る。)

・プ レゼ ンテ ー シ ョ ンソ フ

トの 使 い方 。

テ ー マ の 設 ・自分が興味関心 があ り、 ・自分 が、環境 について問 -L -. L

■噛一馳噛

・自分の学校生活 を振 り返

定 知 って もらいたいことを 題 に したい ことや調 べた
一 幽噛L 幽噛L 幽■L - -i り他の人 に知 って もらい

(1h) 考 え る。 い こ とを考 え る。
「馳- L L- 噛一- た い テ ー マ を設 定 す る。

・自分 の 決 め た テ ー マ につ ・持参 した資料 や図書室、 ・ホ ー ムペ ー ジ上 か ら生 活 ・自分 の 決 め た テ ー マ にっ

情報の収集 いて情報 を収集 する。 あ る い は イ ン ター ネ ッ ト に役立っ情報を用紙 に記 いて 、 イ ンタ ビュ ー や デ

と取捨選択 などで情報の収集をする。 入 し収集す る。 ジカメ等で情報 を収集す

(1^-3h) ・実 践で きそ うな内容を選 る 。

び レポ ー ト用 紙 に記 入 。

実践
』-一 』.一 ㌦. 一 ■'』 -』 一一 一.一. 一一- . 一■一.-』 一一一... 一 幽一.

-一 一　 一一一. 』.幽 .-幽 一 一L -幽

　 一一 .・ 一.馳i -L- 一一

・家 庭 で 実 践 して み る。

.一 一-幽i -L- 一一- 一.-」
.-L 7-- - 一. ■i i-幽 一-- 7- --

ま とあ

〔1～2h〕

i-- - 「- - L■ -一 幽 ■一 ■噛一一「一馳「一一■一 幽■一幽- 一馳

幽- L L■ i 一■「幽馳、

・絵 コ ンテ に記 入 し点 検 す

る。

・レポー ト用紙に結果や感

想 を記入す る

・ワ ー ク シー トに情 報 を収

集 した結 果 や 感 想 の ま と

め る。

プ レゼ ンテ ・まとめ た情報 を もとにコ ・ま と め た情 報 を も とに コ ・レポ ー トを も とに コ ン ピュー ・ま と め た情 報 を もと に コ

一 シ ョ ン の ン ピュー タで プ レゼ ンテー ンピュ ータで プ レゼ ンテー タで プ レゼ ン テ ー シ ョ ン ンピュー タで プ レゼ ンテー

作成 シ ョ ンを 作 る。 シ ョ ンを作 る。 を 作 る。 シ ョ ンを作 る。

〔1～4h〕

・マ ルチ メ デ ィア を活 用 し ・マ ル チ メ デ ィア を活 用 し ・マ ル チ メ デ ィ アを 活 用 し ・マル チ メ デ ィア を活 用 し

発表 て 、 各 自、 プ レゼ ンテ ー て、 各 自、 プ レゼ ンテ ー て 、 各 自、 プ レゼ ン テ ー て 、 各 自、 プ レゼ ンテ ー

〔2～3h〕 シ ョ ンを行 い、 お互 い に シ ョ ンを行 い、 お互 い に シ ョンを 行 い 、 お 互 い に シ ョ ンを行 い、 お 互 い に

評価 し合 う。 評価 し合 う。 評 価 し合 う。 評価 し合 う。

総 時数

〔8～15h〕
8時 間 15時 間 10時 間 12時 間

(4)指 導 目標 と観点別評価規準表

評 価 規 準
指導区分 指 導 目 標

関心 ・意欲 ・態度 創意工夫する能力 生 活 の 技 能 知 識 ・理 解

。マ ル チ メ 。活 用 す る マ ル チ メ ・マ ル チ メ デ ィア の 。マ ル チ メデ ィ アを ・画 像 ・音 声 ・文 字 ・マ ル チ メ デ ィア の

デ ィア の ディアの特徴 や利 特徴に関心を もっ。 生活 の どんな とこ な どの マルチメディ 特徴が言 える。
コ

特徴と利 用方法を考えさせ ・マ ル チ メ デ ィア の うに活 用で きるの アの操作ができる。 ・画 像 ・音 声 ・文 字

ン
用方法 る 。 操作方法に関心を か考 え ることがで な どの メ デ ィ ア の

ピ ・身近 な題材 を通 し もつ 。 き る 。 操作方法が説明で
ユ

て画像 ・音声 ・文 き る 。

1
字な どの多様 なメ

タ
を

ディアの操作方法

を知 らせ る。
用
い

・目的 に 適 ・目的 に即 した課題 ・学習 の成果 を発表 ・課 題 に 応 じて 、 情 ・目的 に適 した課題 ・発表方法が説明 で

た した ソ フ を設定 させ る。 したり、評価す る 報 を収 集 し文書、 の設定がで きる。 き る 。

マ
トウエ ア ・課題解決の ための 態度が み られる。 静止画 、写真(動 ・課 題 に適 した ソ フ ・情報 モラルの重要

ル の選択 ソ フ トウ エ アの 選 ・情 報 モ ラ ル につ い 画、音 楽)な どを トウエアの選択が 性 にっ いて説明 で

チ
・コ ン ピュー 択がで きるように ての重要性を考え 用 いて 自分で工夫 で き る。 き る。

メ
タを用い す る。 よ うとす る。 し作 品を作 ること ・課題 に適 して マル

デ
た表現や ・作晶作 りを通 して、 ・課題 を進 んで設定 が で き る。 チ メディアを活用

イ 発信 マ ルチ メ デ ィア の しよ う と す る。 ・マ ル チ メデ ィ アを す る こ とが で き る。

ア
活用方法 と しての 用 い て 、 ソ フ トウ ・課題 に応 じた情報

の

活
用

表現や発信がで き

るよ うにす る。
・課題 に応 じた情報

の取捨選択がで き

エ ア(プ レゼ ンテー

シ ョ ン)で 発 表 す

る こ とが で き る。

の取捨選択がで き

る。

るよ う にす る。

一5一



3指 導事例

(1)[指 導事例1]導 入段 階での指導事例

① 指導 の目的

例題 を提示 しなが ら生徒一 人一人 に興味 ・関心 や意欲 を もたせ、 コ ンピュータを利用

したプ レゼ ンテー シ ョンの利 点 を理解す る ことをね らい とした。

② 題 材

今後 の生活 の中で いか に自分 を表現す るか という行為 は大切 である。今回、生徒 にとっ

て身近 な 「自己紹 介」 を題材 と して取 りあげ、授業 に興 味 ・関心、意 欲を高 めたいと考

え、本題材 を設 定 した。

③ 指導 の工夫

生活 に身近な例をあげなが ら生徒一人一人に興味をもたせたことや課題であるコンピュー

タの利便性 について は、で きるだけ生徒が考 え発言 す るよ うに した。

④ 授業 の展開

段階
時

間蘂
指 導 事 項
(教師の働きかけ)

学習の流れ 指導上の留意点 教材教具

導

入

展

開

ま

と

め

み
と
お
す

わ
か
る

で
き
る

み
な
お
す

み
つ

め
る

5

分 弄
・本 時の 目標 魎

lC
時の目標l

i

・身近な例をあ げ興味を もたせ なが ら目標 を伝 え

る

35
分

一

斉

一

小
集
団

一

一

斉

循
人

弄

・自己紹介を ことば によるものと

コンピュータを活用 したプ レゼ
ンテー ションを例示す る。

・コンピュータを活用 したプ レゼ

ンテー ションの利便性について、

生 徒か ら考えを引 き出す。

・コンピュータを利用 したプ レゼ

ンテー ションの利便性 にっ いて
ま とめ る。

・プ レゼ ンテーシ ョンソフ トウエ

アの操作の仕方 を説明 する。

・生徒に プレゼ ンテー シヨンソフ

トウエアを起動 させ操作させる。

・生徒が制作す るテーマにつ いて

説明す る。

1

・デ ィス プ レー40台

・自作 教 材

・操 作 ガ イ ド

・コ ン ピュ ー タ40台

・powerpointソ フ ト

ウエ ア

/学 習課題把握/
1

欄 ＼
学習課題

コンピュータを活用 したプ レゼ ンテー ショ
ンの利点 はどの ような ことが あるのだ ろ うか∠解決 への

情報提 供

課 題 の 探 求
コ ン ピ ュー タ

によるプ レゼ ン
テーシ ョンの利

便性 を考 える

・ふっ うの 自己紹介 を した後 プ レゼ ンソフ トを利

用 した教師の 自己紹介の作品 を提示 し、生徒 に比較
させ利便性 を意識 させ る。

・課題の追求 はで きるだ け生徒 に発言 させて答 え

を引 き出す ように展開す る。

・生徒か らの発言 を板書 しまとめる。 また、答えが

でない場合にはヒントを与 えるなどして まとめる。

・操作方法を示 し簡単 な例題 を実際 に行 わせる。

・操作がわか らない生徒 には、操作 ガイ ドを見た
り個別に助言す る。

・自分で設定す るテーマにっいて興味をもたせなが

ら説明 し、 自分の工夫がで きるよ うに検討 させる。

学 習課題
のま とめ

i

/操作の翻 ＼
i

＼起動 ・操作/

i
次時の課題

提示

10

分 弄
・本時の まとめをす る。

・ア ンケー ト自己評価を記入する。

・次回の授業内容 を説明 する。

・学習課題の まとめを行 う。

・自己評価票 を配布 し、記入 させる。

・時次 まで に自分で決 めたテーマにつ いて調 べて

くるよう指示す る。

・ア ンケ ー ト

・自己 評 価 票
[本 時の まとめi

学習の評価

匝 ⊃

⑤ 評 価(本 時)
・コ ン ピュ ー タを 利 用 した プ レゼ ンテ ー シ ョ ンの 利 点 が 理 解 で きたか 。

・プ レゼ ンテ ー シ ョ ンを制 作 しよ う とす る興 味 ・関 心 、 意 欲 を高 め る こ とが で き た か 。

⑥ 考 察

教 師 が 作成 した 自 己紹 介 の プ レゼ ンテ ー シ ョ ンの 例 題 を提 示 した こ とに よ り、 生 徒 は

興 味 ・関心 を もち、 コ ン ピュ ー タに よ るプ レゼ ンテ ー シ ョ ンの利 点 に っ い て理 解 を深 あ

る こ とが で きた 。

本 ソ フ トは、 短 い時 間 の説 明 で比 較 的簡 単 に利 用 が で き る もの で、 本 時 の 中 で簡 単 な

ス ラ イ ドを1枚 作 成 させ た と ころ、 楽 しか った 、 充 実 した と言 う反 応 が多 く、 授 業 全 体

の満 足度 もほぼ 全 員 が 満 足 す る結 果 とな った 。 従 って 今 後 の題 材 へ の興 味 ・関心 や意 欲

を もた せ る こ とが で きた と考 え る。

課 題 と して は、 操 作 が や や 難 しい と答 え た 生 徒 が い る ので 、 今 後 もわ か りや す い操 作

の指 導 の 工 夫 が 必 要 で あ る。
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教師が作成 したプ レゼ ンテー ションの例(8画 面中の3画 面抜粋)

現蓬
知斎都00立0047学 撹だ動務

。・oノ
○薪

今年で32歳

独 身

年
は
屠
で
3
位
ま
で

つ
た
の
で
今
年
は
ま

2
位
を
昌
指
し
が
ん

つ
て
い
き
た
い
と
悪
つ

い
ま
す
。 霧

潔

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

▲
▲
▲

生 徒 の 感 想

先生 の 例 は とて もお も しろか っ た。 僕 も こ う い うの を作 っ て み た い と思 い ま した。

とて も楽 し く良 くで きて うれ しか っ た。

プ レゼ ンテ ー シ ョ ンの操 作 を して い る うち にパ ソ コ ンに少 し興 味 を も った。

コ ン ビ3タ の こ とが 少 し楽 し くな っ た。

4Aと コ ン ピ ュ ー タの 一 端 に触 れ られ て よか った。 た だ も う少 しや りた か った。

次 回 が 楽 しみ だ 。

今 日の 授 業 で コ ン ピュ ー タへ の 興 味 や嬰 心 が 今 ま で よ り もア ップ した。

特 に ク リップ ア ー トはお も しろか っ た。

も っ と使 い 方 を い ろ い ろ知 っ て た くさ ん の事 か で き る よ うに な りた い。

コ ン ピ ュ ー タ の操 作 の や り方 を矢 印 で教 え て くれ た の が とて もわ か りや す か っ た。

Aの 授 業 一 番 楽 しか った。

とて も 自然 にで き て楽 しか っ た で す。

緊張 して操作が分か らな くな った。

もっと工夫 して もっとお もしろ くしたい。

機械を い じるのは苦手 だけど これか らは積極 的に取 り組みたい。

生徒の意識調査(3年 生35名)

ヨ6あ てはまる

皿正cあ てはまらない
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コ ン ピ ュー タ に よ る プ レゼ ンテ ー シ ョンの 制 作 過 程 で の指 導 事 例[指導事例2](2)

指導 の 目的

 

①

自 らが主体 的に取 りコ ン ピュ ー タ を利 用 した マ ル チ メデ ィ アを 活 用 す る学 習 と して 、

組 み創 意 工 夫 して プ レゼ ンテ ー シ ョ ン用 ソ フ トウ ェ アを 用 いて 作 品 を制 作 し、 発 表 で き

る こ とを ね らい と した。

題材 「環 境問題 につ いて」

 

②

環境 問題 にっ いて意識 を高 め、生徒 が身近な問題か ら地球規模 の問題 まで考 え取 り組

む こ とが 大 切 で あ る。 そ こで、 「環 境 問 題 」 を題 材 に取 りあ げ、 環 境 にっ い て 自分 で 問

コ ン ピュ ー タに よ るプ レゼ ンテ ー シ ョ ンを 制 作 させ 、 それ を み ん な で発 表 し題 を考 え 、

合 う こ.とに よ り解 決 へ の一 助 と した。

指導の工夫

 

③

生徒 が 自 ら調べ、操作 して主 体的 に課 題解決を図 り、作品 を制作す るよ うに学習過 程

を工 夫 した。

・操作 ガイ ド

・調 べ学習 のた

めの本 や資料
・イ ンター ネ ッ

ト情報 の利用
・友達 同士 の教

え合 い
・自分 の 目標 と

評価 票の教師
の助言

・教 師の生 徒へ

の個 別指 導

斉指導

シ

ョ

ン

の

発

表

プ

レ

ゼ

ン

テ

ー

教
師
の
点
検

ソ表を
フ現作
トし成
をたす
用いる
い作
品

 

の
調

べ
方

ソ
フ
ト

の
使

用

教
師

の
点
検

絵

コ
ン
テ
の
作
成

課
題
の
設
定

学
習
目
標

斉指導旨導

授業の展開

 

④

段

階

時

閥

形

態

指 導 事 項

〔教 師 の 働 き か け)

学 習 の 流 れ 指 導 上 の 留 意 点 教 材 教 具

導

入

一

展

開

一

ま

と

め

三
す

わ

ζ

r

t

る

み

;
る

5

分

;

冨
人

。本 時 の 目 標

・ 前 回 の 復 習 で ワ ー ク シ ー ト 、

絵 コ ン テ の 確 認

nCq

魎 ・ 目標 を 伝 え 、 各 自 意 欲 が 高 ま る よ う に 促

す 。

・各 自 が 学 習 課 題 を 主 体 的 に 解 決 し 制 作 し

て い く 流 れ を 理 解 さ せ る 。

・模 造 紙 等 で 示

す

石 習闘 碗 置/

35

牙

一

斉

π

人

・ 絵 コ ン テ で 工 夫 し て あ る 作 品

を 提 示 し 、 工 夫 す る よ う 促 す 。

・ ソ フ ト の 使 用 法 の 調 べ 方 を 確

認

・ ソ フ ト の 起 動 、 操 作 、 制 作

・ 作 品 保 存 、 終 了

・一 様 な 作 品 に な ら な い よ う に 、 各 自 オリジ

ナルの 作 品 に す る よ う に 促 す 。
・操 作 ガ イド の 紹 介

、 調 ぺ 方 の 説 明 を す る 。
・ 必 要 な 資 料 が ま だ 収 集 で き て い な い 生 徒

に は 、 ど ん な 情 報 が 欲 し い か 聞 い て そ の

収 集 方 法 を 教 え る 。
・ 何 が し た い か を は っ き り さ せ 、 そ れ に 応

じ た 操 作 が で き る よ う 操'作 ガ イ ド や 空 き

パ ソコン及 び 生 徒 同 士 で 情 輻 を 得 て 行 う よ

う に す る 。
・ 机 問 指 導 し 、 一 人 一 人 の 生 徒 の 状 況 を 把

握 し 、 わ か ら な い こ と な ど を 個 別 に 助 言

す る 。

・ 実 物 投 影 機

・ デ ィスプ レイ

・ 操 作 ガ イド

・ 空 き パ ソコン

・ 教 室 に インターネツ

トの 教 材
・ 図 書 室 の 本 な

ど

・コンピ ュータ39台

・PowerPint

ソフトウェアー

情轍畳 侯/剛 髄 ＼
1

∠f粛錨
i＼

趨● ・榛伶7

i
ノb俸 の1*＼

to

分

一

寿

・本 時 の ま と め を す る 。

・ 自 己 評 価 票 を 記 入 す る 。

・次 回 の 授 業 内 容 を 説 明 す る 。

亟

孚翼の酵価

匡 晦の闘li

・制 作 状 況 や う ま く い っ て い る ポ イントや つ

ま ず い て い る 人 へ の 生 徒 か ら の アド バ イス

な ど の 情 報 交 換 を 全 体 で 行 う。
・本 時 の 目標 を 遠 成 で き た か 自 己 評 価 票 を

配 布 し記 入 させ る 。

・LANを 利 用 し

て 全 体 に デ ィス

プ レイを 利 用

・ 自 己 評 価 票

〔お わ り)
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⑤ 評 価

。授 業 に興 味 ・関心 や意 欲 を もって 取 り組 む ことが で き たか 。

・自分 で操 作 方 法 を調 べ 操 作 す る ことが で きたか 。

・作 品 に創 意 工 夫 を して 制 作 す る ことが で きたか 。

⑥ 考 察

ほ とん どの 生 徒 が 興 味 ・関 心 を もち、 楽 し く授 業 に取 り組 み満 足 感 を もって い る。 そ

して、 次 回 の 授 業 を楽 しみ に し、 自 らの 目標 を もち準 備 を進 め て い る。

生徒の意識調査(3年 生33名)

自分でプ睦'ント兎ン(PowerPoim)の 使用方法を購べ操作できましたか

今日の授叢に興味や鷺心をもちましたか

学んだり.勉 ったりすることが楽しいと感じましたか

擾竃の中で姦えたり.工 夫をしたことがありましたか

今回の寓費(7h'ユ →撮作}は よくできましたか

今回の学胃をして、満足感がありましたか

. -一 一 .

b凄 噂 ■

.

一一一

....

門.

}山 一

層

o .1,1,.,
一

口Aよ くあてはまる

i当Bあ てはまる

㎜Cあ てはまらない

o%zogsaoesso%eons,00%

生徒自己評価票
自 己5甲 伺5■ ■

情 租 と コ ン ビ ュ_g

O9日 の孕冒のねら勧

毎月ss日(月 〉

峰 岨5氏 名

1的 ・ ・'レゼ ンテ'シ ・'ソ7ト 畷n♪ 去 頒 べ御-"ea.e.1
099の 慢馴で 死巽レetこ ろ ・疑 レか,に とこ ろ.わ か5$か,た こと 剥曜偶 に曜 っ紀ことEtい て下さ

い.
nmら$hっ た ところ、疑閣 にEv(こ と二充突しrtこ う.肇 し ひ)た こと

通 指 ρ玄ギ セ・小'う 心鵬1・ミ 今 慮 よt,■ ↑ こう ヒ1濫尺 ・・よdA膚 圏1

せ 、 聡 、.hni=～e・ 膨 婁'、 雑 琶9翁 でr曾・・h7、写真を画面L

・が'.前 日 ほ し民ゼ 出勅 ろ'・ xす 刑aし 「'vfsn1'GA。,ゴ=・ ・ヒ

た・ゴ 繁u9.表 で イ. 兄 いれ'.響

8甲1面(あ てnaaと ころにQをつけてください)

賃 間 夢1員

よ
く

あ
て

は

ま
る

あ
て

Id

ま
る

あ
て

は
ま

ら

ほ
い

A B C

1 目 曾で)'4CT.s,mtPgw彫Fb而 の 晩用fiEを 脚べ禰作で きまレたか ・ 0

2 弓8の隈賑に口味P恥 き時うました航 o

3 awrn.短 っ隠りす ることが頚 レいと贔しま しEh. Q

4 霞翼の中で3xr一 り、 ■天をしだ ここがありま した か. o

5 3回 の翼置(〕 ンピ コータ隈修)は よくできま しrn. n

6 9● の学8を レて、遇足愚 があ りましたか. o

O争 日の 隈鱗の 感想 壱贋いて くだ さい。

こ 重べ'童 くlt飯'写 ・・ρ で.錘 作 亀●4・ な ・,近 ・・ρ'り れ ピt、 や ・ 量・等 ・・

繋.・ ・鐸 餐r.ぢS,警 ㌧1る1『1菊 ヤ τ づ}・七 しう ド で イ,鉄,上=犠 ヨき一

テ 心 し・で 庚 く2し めtこ なvヒ 、私 岨 寸ケ 重 ぢ 遅,u・ τ・・出 幸 上

ゲ リ 、71=幽'犀 セA.寒 で 努F亀 卸 な ボ らr-■ ・ こ5ヒ 是 ・ 宜し

f..「 敏 壷.氏 τ'ゴ,

先竺 ひら｢F/1iス

:!'thf}L.む.τ 翫 厳 毘 強 真猛6.烈 亘 く?°-modl;

ぎ気マκ ッマム つ語 『a'ら 耳uマiで ・.

環境問題 テーマー 覧

。ゴ ミ問題 につ いて

・プラスチック・アルミ缶のリサイクルについて

・各 エネルギーについて

・温暖化 にっいて

・ダイオキ シンと地球汚染について

・公害 と環境 について

・酸性雨 にっ いて

・自然破壊 につ いて

生徒作品

翼

"'
・ヲ'　 フ ζ

鰯
　 ぱじ い ニドじじ ニ　　ねドヘニ　 　 　 セ 　 セ　 ひ 　が ヒ

嚢ラ獣擁 溜
塁 葬罐総羅磯鞭 書
』1蝋 糊 瑠 ・糊
.[ζ,伽 ン8。o円 礁 車 醐

空 金 たr-s.鱗 。o円 たんす 婁400円

、註 べ・餐8。 。円 ス← 糎 ㎜ 円

翻 こ

耀瞥轡
騰 難

1θ ㎜ 駐
⊂ 口糟"…謎:1轍 霧

証31鰯 議

癖癒1

名

名

名

名

名

名

名

名

9

6

5

4

3

3

2

1

授業風景

講 濫
㌶ 幽響壷 臨 嚢欝.

,管._讐 礁 鷺 ∫
;,. コ セニマアサ

バ タ 　　コ ハヨ

、.、 轡 雛一灘

、温 墨 、 磯
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㈲[指 導 事 例3]イ ン ター ネ ッ トを利 用 した指 導 事 例

① 指 導 の 目的

イ ン ター ネ ッ トを 利 用 して 情 報 の収 集 を行 い、 収 集 した情 報 を 生 活 に役 立 て 工 夫 す る

力 を 身 に っ け る こ と をね らい と した。

② 題 材

イ ンタ ー ネ ッ ト上 に あ る 「生 活 に役 立 つ情 報 」 を 利 用 し日常 生 活 で 実 践 し、 そ の結 果

を 発 表 す る こと に よ り情 報 の共 有 化 と生 活 に密 着 した コ ン ピュ ー タ の 利 用 法 を 考 え た。

③ 指 導 の工 夫

イ ン ター ネ ッ トの利 用 の仕 方 や マ ナ ーの学 習 を し、検 索 をす る際 の ヒ ン トや ホー ムペ ー

ジの 紹 介 を適 宜 行 い 時 間 の 有 効 利 用 を図 った。 ま た、 情 報 の提 示 は、 ビデ オ プ ロ ジェ ク

タ を利 用 し、 常 に 全 生 徒 にわ か りや す い提 示 を す るよ うに心 が けた。

④ 授 業 の展 開

段 階 時
闇

形
態

指導 事 項
(教 師 の働 きか け)

学習の流れ 指導上の留意点 教材教具

導

入

一

展

闘

み

と

お

す

わ

か

る

で

き

る

み
な
お
す

み
つ
め
る

5

分

一

斎

・本時の目標

・前回の復習で操作手順の確認

匝 め〕
i

・目標 を伝 え 目的を 明確 にす る。

・操作 法で 戸惑 わな い よ うにポ イン トを示 す。 ・提 示 装 置 で操 作 マニュアルの提

示

1本時・・標1
i

/学習閣 舜
1

35

分

一

斉

・学 習課題 の プ リン トと レポー ト

用紙 を配 り課題 の説 明 をす る。
・テ ーマ に沿 った情 報 の検 索方

法 の説 明す る。

・イ ンター ネッ トを立 ち上 げ検 索

を 開始 させ る、

・ホ ー ムペー ジの 閲 覧状 況 を机

問 巡視 す る。
・お すす め サイ トを提 示 装置 で

紹 介す る。
・情 報 の収集 の 支援 と状 況把握
・使 え そ うな情 穀を 書 き出 し内

容 の 点検 をす る,、

i ・生徒 デ ィス プ レー に 教師 画面 を転 送 し検 索 の方 法を

確認 しキー ワー ドの使 い方 の ヒン トを与 え る。
・操作 が理 解 でき てい ない 生徒 のた めに提 示装 置 を利

用す る。

・検 索情 報が 一様 にな らな い よ うに興味 ・関 心 ある内

容 のキー ワー ドの入 力を促 す。
・テ ーマ に沿 わな い情 報 に関 して は長 くと どま らず次

に 進む よ う促 す。
・興 味関 心の あ るペー ジは 「お 気 に入 り」登録 し、 後
で 情報 を 見比べ る。

・レポー ト記 入用 紙

・提 示装 置 コン ピュー タ

40台

厩鋤
i

個

別

＼起動 ・操作/
1

遜獄/
1

/鮒 提示＼

命
ま

と

め

io

分

一

斉

・発表 を させ る。

・ア ンケ ー トと 自己評価 票 を記 入

させ る,,

・次 回の授 業の 内容 を説 明 す る。

1 ・集 め た情報 の発 表 を全体 にわ か りやす く行 う。

・自 己評 価 票を記 入 させ る。 ・自己評価 票

1本肋 まとめ1

命
[嫡 の閣1

i

(お わり〕

⑤ 評 価

・授 業 に興 味 ・関心 を も って 取 り組 む こ とが で きた。

・イ ン ター ネ ッ トを利 用 して 情 報 を収 集 す るた め の操 作 が で きた か 。

。自分 の 生 活 に役 立 っ 情 報 を収 集 す る こ とが で きた か 。

⑥ 考 察

生 活 に 役 立 っ 情 報 を イ ン ター ネ ッ トで ほ とん どの 生 徒 が 「収 集 す る こ とが で きた」 と

答 え た。 イ ン ター ネ ッ トに よ る情 報 の 収 集 は効 率 的 で 有 効 な手 段 で あ った。 課 題 と して

は、 そ の 情 報 が 利 用 で きな い場 合 もあ る ので 、 情 報 を取 捨 選 択 す る こ と が 大 切 で あ る。
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生徒実態調査(1年 生29名)

今回の授業は興味 ・関心をもちま したか

慣報を収集するためのコンピュータ操作はよくできま したか

口Aよ くあてはまる

琶Bあ てはまる

Cあ てはまらない

イ ンター ネ ッ トによる情報収集

噛 緯
_,.評

轡騰

滋 ・譲F・

,,

、

ド

麟騨 rド

ぷ詞
.5

幽 諦

戴 ボ

ガ

r/

授業風景

・鱗

釜

輪聴

瀞

鞍・綜 ・_.

騰1:1

癬 、1

∴

情報収集一覧

◇ ガ ラスを ジャガイモの皮で磨 くとピカ ピカになる。

◇洗 濯機 にゴムボールを入 れて洗 うと絡 まない。

◇卵焼 きにマ ヨネーズを入 れるとふん わ りとな る。

◇ なかなか取れ ないね じはアイ ロンで温 め ると取 れ

やすいQ

◇ ズボ ンの折 り目の裏 に ロウソクを塗 ってアイ ロン

掛 けをす ると折れ 目が取 れに くい。

◇掃 除機 に芳香剤 を入れ て利用 す ると掃除機 の嫌 な

臭 いが しない。

◇鏡 に石鹸 を塗 って乾燥 させた後 に乾拭 きをす ると

曇 らない。

そ の 他 多数 の情 報 が あ りま した

収納 方 法 趣 味 リサイ クル

栽培 方 法 裁縫 な ど

レポ ー ト

生徒 レポ.一ト

!組 番氏名

実践内容湧 白捌 勧 垂,楢 輸 卸 ユ'しヌ'しが さ.は・リ落 ちろD

弘賄 醜 伽.伽 楓 ぬゐ納 して.踊 ちが 魅.
お 三叡1落 乙口 坤'肱 勧 壷λヤ'・て誤 る噂 かなかご幽加 。

一望腋

そ膚 脚 諮 酢 妨 ・・と知 ひ亦tレ ん ㌃ 刈 令 わ
ゼは馳噛脇 、乙い欄 ・・さ,ぱ,ノ双

検

ヌミゆ　　 く　ヨ　と　　ロなどl

袈践亀紡 集〉

まず 台殊τ1省所 田キ崎 ンハ4ワ ーを 指 ロ少 量 つiうて所t,

寸hと.キ 旨完力、甲ヌ'しヌ,し亀て蝕-士=、.

フ随 ハくで'漸L乞 缶 てatt=か" .蕩 拐 」い。
》ズRふ ・温 を出 して.琉 ,て計 おか"・や.は ●1ノ蒲 ち彊 φMヤ

黎 脇 簗 い嬉 ・勲 鰍 三先・脊掬 費・マ函・毛や・・≠ リ
で㍉缶 恥 玄糠訣 ふbし.… 。

樋 純 つ昧 脈 κ に さ,1さつ
o

Oれ に は秀ム右《バ.〈ワρ

礎.施 〉

罵嶺叢撫鰭熟黙灘鄭
乙 ても感 激 し一tい→㍉ 知 毛=荊 亀abiイ 牡 踊 ∫}蜘 既1ど

思 いな 叔 ら苧、一恥 ど .あ.とし・り問 、て藩 ちfミ のて∵び1,くツぎ
」う1ん 轟ク

で'も 堺 白剤 バ くさか、†こ。
そ して.猷 もくミカ・決.

■
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(4)[指 導事例4]発 表段 階での指 導事例

① 指導 の目的

完成 した作 品の発 表を通 して、環境へ の意識付 け と、 自分 の考 えをま とあ発表で きる

態度を養 う。 また、 友達の発表 につ いて は、優れ た点 や改善す べ き点 を見つ け、適切 な

ア ドバ イスや評価 を行 い、 自分 と友達 と比較す る ことで互 いの良 さを認 め、 高 め合 うこ

とをね らい と した。

② 指導 の工夫

聞 く生 徒 には、発表 内容 や態度等 を書 きやす く した評 価票 に記入 し、発表 を した生徒

の後 に、一 人一回 は質問 や感想 を述 べ るよ うに した。 また、発表す る生徒 は友達 か らの

感想 や ア ドバ イスを参考 にす るとともに、 自己評 価がで きるように し、学習 のま とめを

行 うための評価票 を工夫 した。

③ 授業 の展開

段

階

時

間

形
隙

指 導 事 項

(教 師 の 働 き か け)

学 習 の 流 れ

導

入

一

展

闘

一

ま

と

め

み

と

お

す

わ

か

る
.

で

き

る

み

な

お

す

み

つ

め

る

9

分

噛

斉

・本 時 の 目標

目標 を伝 え 意 欲 が 高 ま る よ うに 促 す 、

・本 時 の 授 黙 の 流 れ と 発 表 者 、 聞 きrへ の 諸 注 意

環 境 問 題 プ レゼ ンテーシヌン評 価 票 か ら 発 衷 時 や 聞 き

手 の 瞭 の 注 意 点 を確 惚 す る,

(は じ め 〕

i

l本 時 の 目標 【

i

/学 習課題 の杷螂

86

分

一一

斉
,

個

人

・発 表 前 後 の 準 備 と 進 行

発 表 前 の 準 備 で は スムーズ に 行 く よ うに 教 師 が 援

助 す る1,
・各 自 で 操nし 作 品 の 発 表 を行 う。

みんなに聞 こえるよな声 で 発 表 す る よ う促 す 。
・質 問 や アド バ イスは 前 に 発 長 した 生 徒 が 行 い 、 そ の

他 の 生 徒 に も 意 見 を 聞 い て行 う。

・発 表 者 へ の 評 価 をf7う,

＼操 作準備/

＼操作 ・発表/
i

∠繕撚 評価＼

5

分

一

斉

・生 徒 の 発 表 内 容 で 良 い 点 を ほ め 、 課 題 を 伝 え る。

・棚 配評 価 を 行 っ た もの を提 出 さ せ 生 徒 に 渡す.

・今 後 のt,w機 器 の 発 展 的 な 発 達 に つ い て助 言す

る 。

1本 時 の ま と め1

習 の 評

(お わ り 〕

④ 評 価

。友達 の良 い点 や改善点 を見つ け、質問や ア ドバ イス等 をす ることがで きたか。

・みん なの前 で機 器を操 作 して発表す るこ とが で きたか。

⑤ 考 察

本時 では質疑 応答の時間 を含 めて2時 間授業 の中で、一 人3分 間の発表時間 を設定 し

た。 内容 的に は多 くの生徒が短 い準備期 間の中で創意 工夫を こ らし、 まとめる ことがで

きた。 また、生徒 は自分 な りに努力 し、発表 し、 各 自が満足感を もった ことが感想 か ら

み られた。

課題 と して は、 自分が作成 した意 図な どの考 えを理解す るよ うな説 明が十分 ではな い

傾 向があ った ので、今後 もこのよ うに発 表す る経験 を積 み重ね る必要 があ る。

●
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4研 究 のまとめ と今後 の課 題

自 己 紹 介

く 導 入 の 工 夫 〉

学 習の導入 に教 師 自作のプ

レゼ ンテー ションソフ トを

使用 して説 明 した ことが、

生徒の興味 ・関心や意欲 を

高め るのに有効であ った。

成 果

環 境 問 題

く 制 作 過 程 の 工 夫 〉

操作 マニュァルや絵 コンテ、

ワークシー トの工夫 や教 師

の支援 などで、生徒 は自分

で考 え、制作課題 に意欲 的

に取 り組 む姿 が見 られた。

イ ン タ ー ネ ッ ト

〈 情 報 収 集 の 工 夫 〉

イ ンターネ ッ トを利用す る

ことによ り、情報 の収集が

短 時間で効率よ く、 しか も

自分で知 らなか った情報が

収集で きることを実感で き

た。

学 校 紹 介

く 題 材 の 工 夫 〉

生徒が生活を して いる場か

ら工夫 した題材を設定すれ

ば、意欲の高揚や、学校生

活 を見直 したり、 自校 を大

切 にす るなど、生活向上 に

役立 てる ことが で きる。

1新 学習指 導要領 におけ る 「情報 の コンピュー タ」 の新 しい指導項 目で あるマルチメデ ィアを活

用 しプ レゼ ンテー ション学習 の指導計画 を作成 し、授 業実践 を行 い具体的 な提言 がで きた こと。

2生 徒 は主体 的に コ ンピュータ等 を活用 して、意欲的 に作品 を制作 し発表 で きた こと。

3情 報機器 を活用 して、 自分 の生活 をよ りよ くしよ うとす る態度 が見 られて きた こと。

今後の課題

マルチ メデ ィアの活用 は

奥が深 く、動画や音楽 な

どを利用す る場合 には、

時間がかか り必修教科 の

授業内で完結 させ るのは

難 しいので、選択教科 な

どで発展 させ て取組 む必

要が ある。

多様 な情報 の中か ら必要

な情報 を収集 し、 判断す

る力や情報 を活用 し、新

たな情報を創造す る機会

の積 み重ねや指導の充実

が さらに求め られ る。

生徒一人1台 でコンピュー

タや インターネ ットを操

作 し、学習す るのが もっ

とも学習効果が高い。従 っ

てすべて の学校 に このよ

うな学習環境 を早急 に整

備 されることが望 まれる。

情報活用能力 を育 て実践

的 ・創造的 な力 を高 め、

生活 に生 きる力 をは ぐく

むためには、今後 とも本

教科 の各学 習分 野におい

て、 このよ うに工夫 した

授 業の実践を重ねていく。

ま と め

本研究は、新学習指導要領で 「情報 とコンピュータ」における新 しく設けられた項目 「コンピュー

タを利用 したマルチメディアの活用」の在り方を取 りあげたものである。そして、情報機器等を活

用 し、生活をよりよくするために実践力や創造力を高あ 「生 きる力」をは ぐくむことを目指 して指

導の工夫をしたものである。

この研究を通 して明 らかになったことは、生徒が自ら 「生 きる力」を確実に身につけていくこと

の重要性である。それを培 うためには、①生徒の生活に結びっ く題材の工夫、②生徒に自ら考え、

体験 させなが ら課題の解決を図 らせていく指導法の工夫、③生徒の自己評価と生徒の努力を認め、

見通 しを もたせ励ます教師の評価の工夫などが、生徒が学ぶ喜びを実感で き、「生 きる力」 をはぐ

くむことにっなが っていくものと考える。

今後、新学習指導要領の技術 ・家庭科の各分野における新たな教育実践の充実にむけて努力を重

ねていきたい。
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「保 育 領 域 」

副 主 題 「子 ど もが育 っ環 境 の大 切 さ を理 解 し、 家 庭 生 活 を よ りよ く しよ う とす る意 欲 と態 度

を育 て る学 習 活 動 」

1副 主 題 設 定 の理 由

現 代 社 会 は核 家 族 化 が 進 み 、 ます ます 子 ど もの人 口 が減 少 して きて い る。 また 、 共 働 き の

家 庭 や ひ と り親 の家 庭 も多 く、 家 族 で 過 ごす 時 間 が 少 な い の が現 状 で あ る。 地域 にお いて も

昔 と比 べ る と人 間 関係 が稀 薄 な もの に な って きて い る。 そ して、 家 庭 に は 自分 よ り年 少 の兄

弟 姉 妹 が い な い場 合 が多 く、地 域 に も小 さい子 ど もが 少 ない現 状 が あ るた め、 どの よ うに幼 児

と接 して よいのか が よ く分 か らない生 徒 も多 い。 ま た、 幼 児 へ の関心 も薄 い傾 向 が み られ る。

しか し、 小 さ い子 ど もに 対 して は 「か わ い い」 とい う気 持 ち を多 くの生 徒 が も って い る よ

うで あ る。 そ こで、 幼 児 に は どの よ うな特 徴 が あ り、 ど の よ うに接 した らよ いか を 学 ぶ こと

が で きれ ば 、 中学 生 も幼 児 に 目を 向 け た り、 幼 児 に関 す る社 会 の問 題 に も関心 を もつ こ とが

で き る。 ま た、 幼 児 と接 す る こ とを 通 し、 自分 の成 長 した過 程 を振 り返 り、 家庭 や 地 域 社 会

の 生 活 環 境 の重 要 性 や在 り方 にっ いて も考 え る ことが で き る。

そ こで 、 幼 児 の発 達 と環 境 の か か わ り を理 解 し、 中 学 生 自 ら も幼 児 を取 り巻 く社 会 の 一 員

で あ る こ と に気 づ き、 自覚 を もつ こ とが で きれ ば、 家 庭 生 活 を よ りよ く して い こ う とす る意

欲 が 育 って 行 くだ ろ う と考 た。 本 研 究 で は、 生 徒 が 幼 児 の生 活 を体 験 し、 幼 児 に 主 体 的 にか

か わ ろ う とす る こ とか ら幼 児 の生 活 を 知 り、 家 庭 生 活 を よ りよ くす る意 欲 を は ぐ くむ 指 導 法

の工 夫 にっ い て深 め る こ と と した。

2研 究 のね らいと方法

(1}研 究 のね らい

:1擁∴∵1懸 鷺 ∵1こ0
を通 して、幼児 を取 り巻 く環境 の大切 さを知 る。

自己の理解

擬似体験

團
團

・体 験 した り、 学 ん だ り した こ とを毎 日の 家 庭生 活 に生 か す 。

(実 際の調査 ・観察 を行 い、地域 や人 々 とかかわ る)[至 壷]

(2}研 究 の方法

① 導 入の工夫 生徒 にとって身近 な ものか ら題材 を設定 す ることに

よ り興 味関心 を高 め、学習 のね らいを明確 化 す る。

② 体験 的な学 習の工夫 グループ学 習 などを採 り入 れる ことによ り、 自他 を

相互 に認 め合 う。学習を通 して自 らの課題 と して受

け止 め、考 え られ るよ うにす る。

③ 実践 す る力を養 うための工夫 … 学習 によ って得 た力を家庭生活 に生か そ うとす る態

度 を身 にっ けさせ る。学 習 の場 を地域へ と拡 げ、学

んだ成果 を地域へ還元す る機会 を設定す る。
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3研 究構想図

技術 ・家庭科の目標

生活に必要な基礎的な知識 と技術の習得を通 して、家庭生活や社会生活 と技術のかかわりにっいて

理解を深め、進んで工夫 し、創造する能力 と実践的な態度を育てる。

共通研究主題

体験的な学習を通 して実践力、創造力を

高め、「生 きる力」をはぐくむ指導の工夫

[領域 保育]の 目標

幼児の遊び、食物及び被服に関する学習を

通 して、その心身の発達 に応 じた生活につい

て理解 させ、幼児に対する関心を高める。

研究主題く保育〉

子どもが育っ環境の大切 さを理解 し、家庭生活をより

よくしようとする意欲 と態度を育てる学習活動

生 徒 の 実 態

・実習 への意 欲 ・関心が高 い。

・学習 した ことに対 して素直 に感動す る。

・幼児 がかわいい と思 う。

・他人 の気持 ちにな って考え ることが苦手で ある。

・学習 した ことを 自分の生活 に結 びつ けた り、実践 す

る ことが少 ない。

・幼児 との関わ りが ほとん どな く、幼児 につ いての理

解 が乏 しい。

期待す る研究の成果

・自 らも幼児を取 り巻 く環境の一員で ある

ことに気づ き、積極的に関わろ うとす る。

・自分の成長 に気づ き、周囲 に対 して感謝

の気持 ちを もっ ことがで きる。

・幼 児を取 り巻 く環境が人間形成上重要 で

あ ることがわか る。

研究仮説

体験的な学習を通 して幼児期の環境の大切さを知ることで家庭や地

域が自分たちを支えていることに気づき、地域の一員としての自覚が

もてれば、人々と交流を図ろうとする意欲や態度が育っだろう。

研究のねらいとのかねあい

学習活動

・生徒にとって身近な題材を

設定する。

・グループ活動などの学習形

態をとって自他を認められ

るようにする。

・体験的な活動を導入する

く調査 ・観察、発表 ・討論〉

学習の過程

匿 コ⇔匿 ヨ
・ロールプ レイ ングで疑似体

験 をす る。

・育 児体験 を聞 き、 自己へ の

振 り返 りをす る。

⇒[亟 コ
・実際 に調査 ・観察 を し、地

域や人々 とかかわ る。

研究方法の工夫
・学習を通 してっけたい力を

明 らかにする。

・興味 ・関心を高ある教材の

検討をする。

・成就感や学ぶ喜びを味わえ

る学習の過程の工夫をする。

・実態調査、授業実践を行い、

授業分析を した上で指導計

画をたてる。
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4実 態調査

(1)調 査 内容

研究 を進 め るにあ た り 「保育」 に関 す る生徒 の実態 を知 るため にア ンケー ト調査 を実施

した。

① 調査対象:教 育研究員 所属校6校 第2学 年男女587名

② 調査時期:平 成11年9月

② 調査結果
O%10%20%30%40%50%60%70%80%90%100%

1.あ なたは乳幼児(1～5才)が 好 きですか

2.あ なたの身近 に良 く面倒 を見 る乳 幼児がいますか

3.あ なたは乳幼児 と一緒 に暮 ら していますか

4.あ なたは家族 と良 く話 しをしますか

5.あ なたは保護者 に対 して感謝の気持 ちがあ りますか

6.あ なたは地域の方と挨拶や話 しをすることがありますか

7.保 育に関わる施設や人を知 って いるだけ書 さま しょう。(多 数回答順)

1

2

3

4

5

6

7

8

保育園

幼稚園

保母

公園
ベ ビーシッター

保父

児童館

病院

9

10

11

12

13

保育士

養護施設

幼稚園教諭

保健所

区民 センター、保護者、保育ママ、友人の家

その他少 数解答:保 育所、孤児院、 デパ ー ト、動物 園

育 児相談 所、親 戚、 プール、 お もち ゃ屋、大学

保護者(含 祖父母)、 出張所、託児所、福祉 セ ンター、母 親教育、

託児所、 乳児院、遊園地、 ビデオ レンタル店

(3)調 査結 果か ら

今回 ア ンケー トを実施す るにあた り、核 家族化 ・少子化が進 む ことで中学生 が 日常 「人間

関係 を学 ぶ機 会」が少 な くな って きてい るといわれ る中、生徒 たちの意識 は どうあ るのかを

知 りたい と思 い、幼児や家庭や地域 とのかかわ りを併せて調査 した。

ほ とん どの生 徒 は幼児 に対 して好感 をいだいて いる。 しか し、生徒 の身 のまわ りに幼 児期

の子 どもが少 ない こと、かかわ ろ うと して もその時間が ないこ とが関心や興味 を もてずにな

いま ま今 日に至 って いる様子が あ る。家庭 や地域 に対 して 自分 を支えて くれてい ることに気

づ き、かかわ る気持 ちはあ って も実 際にはその表現方法や手段 を知 らないために幼児 とかか

わる ことがで きな いことがわか った。

そ こで研究 を進 めるにあたっては 「生徒 が好感 をいだ いてい る幼児 にかかわ る ことを題 材

にと りいれて関心 を高あ ること」 「自らの生活 の課題 に気づ き、 自ら考 え判断 し、家庭生活 で

実践 することがで きる体験 的な学習活動 を展 開する」 ことが大切 であると考 えた。

この学習 を 「保育」領域 のま とめ として取 り組 む ことで、生 徒 が 日頃意 識 せず に過 ごして

きている家庭 ・地域 ・社 会の身のまわ りの生 活環境 にも目を向 け、 幼 児 とのか かわ りか ら地

域 の一員 と して生活 をよ りよ くしよ うとする意欲 を育てたいと考え、研 究 をす ることに した。
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5年 間指導計画(20時 間扱 い)

指 導 事 項 学 習 目 標 時数

1幼 児 とわた し ・自分の幼児期を振返り幼児の生活の特徴を

知 る 。 1

2幼 児の心身の発達 と生活習慣 ・幼児の体の特徴、運動機能の発達、心の発

達、言葉 の発達 にっいて理解す る。

・生活習慣の形成には周囲の人間のかかわり

が大切で ある ことを理解す る。 1

3幼 児の心身の発達に応 じたおもちゃ ・幼児の遊びの特徴とおもちゃの役割を理解

す る。

・幼児 が喜 ぶお もちゃを製作す る。 4

4幼 児の食生活 ・幼児 の栄養 の特徴 を知 る。

・おやっの必要性を理解 し簡単なおやっを作

る ことがで きる。 6

5幼 児の衣生活 ・幼児 の生活、体型、生理機能 に合 った被服

につ いて考 え る。 1

6保 育 と環境 ・幼児の成長発達に家庭や地域が大 きな役割

を果 た して いる ことを知 る。

・自 らも幼児 を取 り巻 く一員 であ ることを 自

覚 し積極的 にかか わろ うとす る。 6

7学 習の まとめ ・保育の学習で学んだ ことを自己理解にっな

げて考 え る。 1

保育 と環境 の指 導計画(6時 間扱 い)

学 習 目 標 学 習 形 態 新指導要領の内容 時数

・ 《実践事例》 ロールプ レイ ングを通 して ロ ー ル プ レ イ ン グ B(2)イ

幼児の発達 と家庭や地域 とのかかわ りを (間接体験) B(3)ア 、 イ

知 る 。 自己評価 B(5)イ

・中学生として幼児 とどうかかわるか考え グル ープ活動

る 。 2

・ 《実践事例2》 先生の育児体験談を聞 き
講話を聞 く(間 接体験) B(1)

自分の成長を振 り返 り、自分 も幼児を取 T.T B(2)

り巻 く一 員であ ることに気づ く。 グループ活動 B(3)ア 、 イ

B(6>ア 1

・ 《実践事例3》 幼児の遊び場と地域のか 調査 ・観察 B(2)ア

かわ りを知 り幼児を取 り巻 く一員として (直接体験,社 会体験) B(3)イ

積極的にかかわろうとする。 地図作成 B(5)ア

・地域の実態を調査 ・観察 し、幼児の遊び
発表 B(6)イ

場 を地図 に記 し、発表 する。 グル ープ活動 3
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6指 導事例

(1)指 導事例1〈 ロールプ レイングを通 して、幼児の発達 と家庭や地域のかかわ りを知 ろう。〉

本 時のね らい ・幼児の発達 と環境 との関係 に着 目 して、 家庭や地域 の影響 と役 割 を知 る。

・自分 の 立 場 や 役 割 を 自覚 し、 幼 児 を取 り巻 く地 域 の 一 員 と して 、 ど の よ う

にか か わ っ た らよ いか を考 え る。

展 開(1/2時 間)

学

本時の課題の把握 と意欲づけ

導 ① 幼児を取 り巻 く環境 について考える。

分

分

②3歳 の幼児の日常生活をロールプレイング

しなが ら、幼児の発達 と環境のかかわりにっ

いて学習 していくことを知 る。

3歳 の幼児の発達状況を思い出す。

幼児の発達 と家庭や地域のかかわり

① 家庭の食卓でのロールプ レイングを行うこ

とにより、幼児と幼児を取り巻 く家族や地域

の人 とのかかわりを理解する。

② 班 ごとに1回 目のロールプレイングを行い、

学習プ リ.ントに幼児または幼児を取り巻 く家

族の気持ちや考えを書き発表する。

③ 役を交代 し、2回 目以降のロールプレイン

グを行 う。

④ 最後に演 じた役にっいての気持ちや考えを

書 く。

⑤ クラスの代表者によるロールプレイングを

行 う役を演 じての気持ちや考えを発表する。

⑥ 幼児の人間形成(発 達)と 家族や地域のか

かわりにっいて感 じたことを書き、班で討議

し発表する。

・振り返り用紙に記入する。

・次時の課題を確認する。

主な支援 ・援助 ・配慮事項 ・教材教具など

・図 を使 って幼 児 を取 り巻 く環 境 に は 家庭 、地

域 、 社 会 が あ る こと を確 認 さ せ る。

・プ リ ン トを配 布 す る。

・環 境 の 中 で も、 人 と の か か わ りを 中 心 に 学 習

して い く こ とを知 る。

・パ ネ ル に よ り3歳 ごろの遊 び、情緒 、基 本的 ・

会 的 生 活 習 慣 な ど を思 い 出 さ せ る。

・幼児または幼児を取 り巻 く家族の視点に立っ

て演 じ、考えることを促す。

・班 ごと の座 席 に させ役 決 め か ら始 め させ る。

・机 間 指 導 を す る。

注 意 点 ・大 きな声 で 行 う。

・真 剣 に行 う。

・役 を演 じて い る人 の 気 持 ちを 考

え な が ら行 う。

・背景や食卓、役のカー ドを利用 して場の雰囲

気づくりをする。
・代表者がそれぞれの役を演 じての気持ちや考

えを発表する。

・学習プ リントに自分の考えを記入させる。

・各班で討議 してまとめたものを画用紙に記入

し、黒板に貼り、発表させる。

・幼児の人間形成は家族とのふれあいや地域の

同年齢や異年齢の様々な人々のかかわ りの中

でっくられることを気づかせる。

・自 ら も幼 児 を 取 り巻 く一 員 で あ る こと に気 づ

か せ る。

・自 らの 生 活 の 中 で 実 践 しよ うとす る態 度 を も

た せ る。

評価 ① 幼 児の人間形成 と環境 との関係 に着 目 して、 家庭や地域 の影響 と役割 につ いて

理 解 で きた か。

② 自分の立場や役割 を自覚 し、幼児 を取 り巻 く地域の一員 と して、 どのよ うにか

か わ っ た らよ いか 考 え る こ とが で きた か。

③ ロ ー ル プ レイ ング や小 集 団 の話 し合 い を 効 果 的 に行 え たか 。

is‐



ロ ー ル プ レイ ング の 台本

保育 と.環境 一1… 風 番麟

,. 幼見の兜達と職域のかかわ りについてロールブレイングを行い、憲塵や埴域がどのように幼兜の

覚遷に影響し、ewerし ているかを脅えよう。
.̀.-w一 登堪 人物

父 毎日、朝早く出鋤する倉
母 今日は家の用事を早く済ませたい。1日 、忙しくなりそうだ。

組母1日 、蜜にいる予完◎

兄(9才)友 達とプールに行って遊びたい。

健(3才>3舌 兜o今 日は「F定め{なL、。

(父は一人で朝食をとり、出勤する。夏休みの朝、家族で朝ご飯をaべ ながら ・・・)

母 健ぢゃん、プロッ〕リー食ぺてね。

ちゃんと茶わんを楠ってご飯を食べなさい。

健 ハーイ。 でも、ご飯がこぼれちゃうよ。

祖母 大丈夫だよ、だんだん上手になってくるからね,

健ぢやんのはしの持ち方、上手になってきrよ ね。

健 ウン。 歯みがきだって一人で上手にできるよ。
母 健ぢゃんはすごいよね。 頑張り屋さんだもんね。

兄 おかあさん、今8、 友達とプールに行っていいでしょ。

母 いいわよ。朝、勉強してからね。

健 ぼくも行きたいよ。 プールに行く。
母 ゴメンね。おかあさん、今e.忙 しくって連れて行ってあげられないのよ。

健 じゃあ、お兄ぢゃんと行く。

Rダ メだよ、健は運れて行けないの。

帰ってきたら、一緒にゲームしてあげるから。

母 プールはお母さんと行かないといけないのよ。
健ちゃん、今度、連れて行ってあげるから。

祖母 家でおはあちゃんと水遊びでもしようか。

健 つまんない。 じゃあ、幼稚薗のプールで先生と遊ぶ。

母 残念だけど、幼稚薗は休みなのよ。

健 あのね、おかあさん、このn.先 生がね、「健ぢゃん、えらいね。」って言ったよ。
母 どうして?

健 大きな声で、「おはよう」っていつも書うから。

母 えらいねえ。

健 でもね、よっちゃんって、感い子なんだよ。
母 どうして?

健 ずっとプランコ、一人で乗ってるんだよ。
「貸して」って君っても貸してくれないんだよ。

恥 あら.そ れは困ったねえ。健ちゃんは貰してあげるんだよね。

健 ウン。僕はrい いよ」するよ。

祖母 健ちゃんはいい子だねえ。
健 ウン。じゃあ、おかあさん、ひろ君と公口で遊んでいい?

母 ウーン、ご飯食べたら、ひろ君と遊べるか聞いてみようね。

健 わかった。(一応、納得し.ご 飯を食べ始める)

2,こ のロールプレイングの●εを脅えてみ憲しょう.

Oひ ろ君と遊べない場合やひろ君と遊ぺる場合を惣像してみましょう。
Qひ ろ霜と遊ぺる場合の公薗での遊びでは中学生の自分自身も登場させてみましょう。

一 捌劃脳
学■日 月 日

1,グ ループでの話しSい やロールプレイングに積極的にfbrfま したか.
54321

i[【1[

tくe!t,し で書之

2.意 欲的に免言でき蜜したか。

54

どちらともut4p

3

あ29cE¢,7た

2

τ働 っ之

i一
よくで唇と,し で祉 どちらとも5し蔑ない

3,他 の免雷壷菖剣 に聞 く二とがで謄ましたか.

b43

雛りで働 った

z

で鈎,っと

1

i>〉
よく℃音た ウしで盤 どちらともuRQもし あ塞リ層毒鈴った でき軸oと

4,自 らも幼児を取 り巻く躍填の一員であることに気づ くことができま したか.

54321

iii

よく℃創ヒ,し!tkと ちぢともuAQuあ まりできな炉っkttOか,た

5,自 分壱叢 り逗 り、日常生活の 中でも授粟の成県を生かそ うという量敏が出て喜ましたか。

5432亘

iiiii

tて豊た9し でてきと どちらともい是なLiあ まりでて:ない でてこOu

6,今 回の学翼全体を通してわか ったこと、感 じた ことを何 でも書 いて ください。

ロ ー ル プ レイ ン グを す る にあ た って

・生 徒 が 理 解 しや す い よ うに身 近 な家 庭 生 活 を取 り上 げ た台 本 を用 意 す る。

・生 徒 の心 を傷 つ け た り、 動 揺 させ な い よ うに台 本 の 内容 に配 慮 す る。

・家 庭 科 の教 科 と して の ね らいを 、 常 に忘 れ させ な い よ う授 業 展 開 す る こ と に心 が け る。

・ロー ル プ レイ ングの 台 本 にお け る登 場 人 物 の気 持 ち を理 解 す る こ とを促 す が 、 そ の こ と だ け

に と ど ま らず 、 家 庭 科 の 教 科 と して の ね らい に 向 け て授 業 展 開 を す る。

※ 今回 の研 究 で は、 幼 児 や 幼 児 を取 り巻 く人 た ち の 気持 ち を 体 験 し、理 解 した上 で 、 幼 児 や

幼 児 を取 り巻 く環 境 全 体 を 、 主 観 的 に又 は客 観 的 に考 察 して い く授 業 展 開 を した。
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② 指導事例2〈 先生 の育児体験 を聞 こう〉

本時 のね らい

・家族以外 の身近 な人 の育児体験 を聞 くことによ り、家庭 や地域 の影響 と役割 にっ いて

知 る。

・育 児体験 を聞 く中で小集団 や講師 との交流 を通 して 自分 も地 域の一 員 と してかか わ り

実践 しようとす る意欲 を もっ。

展 開(1/1時 間)

闘
①

学習活動と内容[至
'可

本時の課題の把握と意欲づけ

・幼児の発達を支援するとは具体的にどのよう

なことかを知る。

・講師の回答を聞 く。

●自分もこのように育てられてきたんだな。

●自分も○○先生のように幼児 とかかわれたらいい

なQ

本時の学習の確認と評価

・振 り返 り用紙に自己評価 ・感想を記入する。

次時の予告

板書〈○○先生の子育て体験 を聞 こう〉

・講師紹介 日頃は先生として接している○○

先生に 「親」の立場としての話を聞いてみよう。

※学習 のね らいを理解 し、本時 の見通 しが

もて たか。

〈学習 シー トを配布〉

・… ・依頼 した講話 内容

・保護者と幼児 とのかかわりや子育てについ

て生徒が期待をもてる
・幼児の遊びや生活のやりとりがうかがえる

・幼児が家族、周囲の人々の愛情にはぐくま

れて成長することの具体例を含んでいる

・話 を聞 いた後、疑 問 ・質 問を○○先生 に

す ることを告 げ る。

・質 問内容 はプ ライバ シーに触れ ないよ う

に助言 す る。

〈質 問カー ドを配 布〉

・質 問内容 か ら大 まかな分類をす る。

・遊 び に関す ること

・しつ けに関す ること

・成長 への期待 など

※ グル ープごとの話 し合 いに意欲 を もち、

質疑応答 を積極的 に行 ったか。

※幼児の成長には、幼児を取 り巻 く環境の
一員である保護者や周囲の人々の存在が

大切であることに気づいたか。

※自分 自身 も大切に育て られてきているこ

とに気づいたか。

・幼児の成長とわた したちの地域とのかか

わりについて学習することを提示する。
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⑧ 指導事例3〈 幼児 の遊 びと地域のかかわ りを知 ろう〉

ね らい ・幼児 を取 り巻 く環境 とその環境が幼児 の成長 に重要 である ことを考 える。

・地域 のマ ップ作 りを通 して よ りよい地域 につ いて考 え、 その一員 にな って実践

しよ うとす る意欲 を もっ。

学習計画(3時 間)

過程

気

づ

く

1時 間

学

ぶ

1時 間

十

日常活動

生

か

す

1時 間

学 習 活 動 と 内 容

・今 までの学 習を振 り返 り、 自分 も幼児 を取 り巻 く一

員 と してかかわ る方法 は何かを考え る。

・自分 が成長 して きた中で幼児期 に体験 して きた こと

を思 い出 し、周 囲の人 に支 え られて きた ことに気 づ

く。

幼児は遊びを通 して成長 していく

◎幼児の遊びは生活の中心であり、心身の発達、成

長のために重要であることを思い出す。

・地域 の幼児 はどんな所で遊んで いるのか話 し合 う。

・幼児が安心 で きる環境 とはどんな所であるか考 える。

幼児 が安心 して遊べ る所を しるした地域の マ ソプを作 ろう。

・幼 児 にとって優 しい、心 温 まる環境を意識 して班 ご

とにテーマを決定 す る。

・現在、幼児 の遊 んでい る環境 の調査 ・観察 をす る。

幼児に直接かかわっている人に取材をしよう。

・テー マに合わせて集 めて きた情報 を意見交換 しなが

らマ ップづ くりをす る。

マ ップを通 して幼児 の遊ぶ環境 の レポー トを しよ う。

・班 ごとにで きあが ったマ ップを発表 しあい、 マ ップ

を見 なが ら、地 域の様 子 について知 る。

・発表 を聞 きなが ら、地 域の一 員 と しての関心度 を確

認 す る。

◎自分がかつて利用 したものがあるか。

◎知 らない情報があるか。

・学習 を通 して理解 した ことをま とめる。

・で きあが ったマ ップは地域 の施設等 で活用 して もら

う。

主な支援 ・援助 ・配慮事項 ・教具など[麺

※体験 してきたことを振 り返ることで周囲

の人々とのかかわ りや支えがあって自分

が成長 してきたことや幼児が成長 してい

くことに気づけたか。

・地域の地図を用意 し、地域が意識できる

よ うに臨..を 記 したあ と、 幼児

の頃自分が遊んだところ 現在ｺ?°7

1かけ るところ1を記 させ る。

・遊 び場所 は 「公 園」 だけでな く保育施設

など も含 まれる ことを ことばか けす る。

・地域 の便利帳、電話帳等 の資料 を用意。

・情報 を取 り入れ たマ ップ作 りである こと

を意識 させ る。

・調査場所 の決定 は生徒 の興味 や関心
、経

験 を大切 にす る。

※地 域 にっ いて考え、そ の一員 と して積極

的 にかかわ ろうと して いるか。

・意見交換 を通 して 自分 との違 いや共通点

を見 いだせ るよ う助言 す る。

※地域 に積極 的にかかわ って調 査 ・観 察が

で きたか。

※テーマに合 ったマ ップ作 りがで きたか。

・情報 の伝達 だけに終 わ らないよ うに、実

際 に活動 してみての自分 の思 いや、感想

を発表 に取 り入 れる。

※発表か ら地域 のっ いて関心 を もっ ことが

で きたか。

・自己 ・相互評価 をさせ今後 の課題 を発見

させ る。

※地域 にっ いて 「さ らに」考え、 その一員

と してかかわ って いこ うと して いるか。
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(4)指 導事例1の 考察

本事例 は、幼児 の発 達 と家庭や地域 などの幼児 を取 り巻 く環境 とのかかわ りを学習す る

ことで、幼児 を取 り巻 く環境が幼児 の発達 にどのよ うに影響 し、 どのよ うな役 割を果 た し

ているか考 え る学 習であ る。

さ らに次時 は、 「中学生 自身 も自分 の立場 や役割 を 自覚 し、幼児 を取 り巻 く地域 の一 員

と してどのよ うにかかわ った ら良 いか を考 え、実践 しよ うとす る態度 を育 て ること」をね

らい とした展開 を こころみた。

本事例 の成果

・家 庭 に お け る 日常 生 活 の 会 話 の ロ ー ル プ レイ ング を行 う こ とで、 生 徒 た ち が 理 解 しや

す くな じみ やす い展 開 とな り興 味 ・関 心 を高 め る こ とに っ な が った。 又 、 一 人 一 人 が

ロー ル プ レイ ン グに 参加 す る こ とで 楽 しん で 授 業 を行 う こ とが で き、 さ らに保 育 に関

す る興 味 関 心 を高 め た 。

・ロー ル プ レイ ン グを班 ご との 小 集 団 で 行 い、 一 人 一 人 の存 在 感 を大 切 に しな が ら、 意

欲 的 に取 り組 め た。 又 、 個 人 の 考 え や意 見 を表 現 した り他 の人 の考 え や意 見 を 聞 く場

面 を取 り入 れ る こ とで、 個 を 生 か しなが ら自 らの考 え を深 め拡 げ る授 業 展開 が で きた。

・ロ ー ル プ レイ ン グで の 擬 似 体 験 は、 幼児 期 の事 を忘 れ か けて いた ほ とん どの生徒 に とっ

て 幼 児 や取 り巻 く人 た ちの 気 持 ちを 理 解 し、 幼 児 に対 す る関心 を高 め る こ と に効 果 的

で あ った。

・次 時 の授 業 で は、 幼 児 と幼 児 を 取 り巻 く環 境 の中 に、 中学 生 自身 も登 場 させ た ロ ー ル

プ レイ ング の台 本 を班 ご と に制 作 させ た。 さ らに、 そ の台 本 で の ロー ル プ レイ ングを

発 表 させ 意 見 交 換 を行 った。 この よ う な授 業 展 開 に よ り、 中学 生 自身 も 自分 の 立 場 や

役 割 を 自覚 し、 幼 児 を取 り巻 く地 域 の一 員 と して 、 どの よ うに か か わ った らよ いか を

考 え る基 盤 とな った。

〔学習 プ リン ト〕 どの よ うに家庭 や地域 が幼児の発達 に影響 し、役割を果 た しているか。

子秩 イまヒでも盛 ぞ青ゐyン敷「しい と愚 しPました.
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(5)指 導 事 例2の 考 察

本 事 例 は技 術 ・家 庭 科 以 外 の 教 諭 な ど に親 と して 育 児 体 験 を話 して も らい、 それ を生 徒

が 聴 講 す る とい うテ ィ ー ム ・テ ィ ー チ ング形 式 の学 習 で あ る。 育 児 体 験 を 聞 き、 それ を 自

身 の成 長 に 置 き換 え る こ とで周 囲 へ の 感 謝 の 気 持 ちが もて る こ とを ね らい と して い る。 今

回 は ゲ ス トテ ィー チ ャ ーを 同 じ学 校 の 教 諭 に依 頼 したが 、 地 域 の 人 々 の 参 加 が あれ ば 、 保

育 と環 境 ・社 会 の か か わ りが一 層大 きな視 点 で と らえ る こ とが で き る。

講 話 を聞 き、 子 育 て に つ い て の質 問 や疑 問 を投 げか け る こ と は保育 を 自 らの 問題 と して

と らえ 、 積 極 的 な コ ミュニ ケ ー シ ョ ンを 図 ろ う とす る良 い機 会 とな る。

生 徒 に と って 子 育 て講 話 の説 得 力 は大 きい。 そ れ を語 る人 が生 徒 に身 近 な 存在 の教 員 な

どで あ れ ば な お さ らで あ る。 子 育 て に奮 闘 す る先 生 の体 験 談 は新 鮮 味 が あ り、 興 味 ・関心

を 高 め る こ とが で き た。 こ こで は ゲ ス トテ ィー チ ャー と技 術 ・家 庭 科 教 員 との連 携 が重 要

な の で、 日頃 か ち 円滑 な人 間 関 係 を構 築 して い く こ とが望 ま しい。

講 話 を 聞 き、 班 な ど の小 集 団 ご とで 疑 問 や 質 問 す る学 習 活 動 を設 定 す る こ とは生 徒 の グ

ル ー プ の深 ま りを 強 め、 地 域 へ 目 を向 け る き っか け とな った。

(6)指 導 事 例3の 考 察

総 勧
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指導事例1及 び2で 幼児を取 り巻 く人的環境 にっ いて理解 を深 めた後、地域 の社会 的 ・

物的環境へ視点 を拡 げた時の展開例で ある。

この導入部 の教 師の指導 によって生 徒の調査 の視点や、地域、幼児 その ものに対 する関

心 の もち方 も変 わ って くる。 そのたあ、 ここで はね らいを幼児 の遊 びに関 して設定 し、調

査す るとい う形 に した。

本事例の特長

。地 域 に実 際 に 出 て生 徒 自身 の 目で確 か め た り(観 察)
、 歩 い て 調 べ た り、 人 に 聞 い

た り(調 査)す る こ との体 験 が で き る。

・グル ープ と い う小 集 団 で の話 し合 い に よ り
、 一 人 ひ と りの生 徒 が意 見 を述 べ 、 存 在

感 を も ち、 意 欲 的 に学 習 に取 り組 む こ とが で き る。

・他 の人 の 考 え や 意 見 を聞 く こ とに よ り
、 多 様 な考 え方 が あ る こ とを認 識 で き、 自 ら

の考 え を 深 め 、 ま た拡 げ る ことが で き る。
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実 際 に授 業 をす す め て み る と 「調 査 す る」 と聞 い ただ けで 尻 込 み して い た よ うな生 徒 も

ね らいが は っ き り して くる に つ れ て調 査 項 目を 考 え た り、 イ ン タ ビュ ー の しか た を下 書 き

す る な ど、 実 践 しよ う とす る意 欲 が あ らわ れ た。1週 間 の 日程 で グ ル ー プ 内 で の調 整 を し

あ い、 地 域 の 調 査 をす る こ とが で きた。

多 くの 生 徒 が 現 地 で の幼 児 や そ の母 親 へ の イ ンタ ビュ ー を行 い、 幼 児 を身 近 な存 在 と し

て と らえ、 自分 も地 域 の一 員 で あ る とい う こ とを 深 く心 に刻 む こと が で き た よ うで あ る。

7研 究のま とめ と今後の課題

本研究で は体験的 な学習 を通 して実践 力 ・創造力を高め、「生 きる力」 を育 む ため に保育

領域 の中で 「子 ど もが育つ環境 の大切 さを理解 し、家庭生活 をよ りよ くしよ うとす る意欲 と

態度 を育て る学習活動」 とい う研究主題 をあ げ、「体験的 な学習活 動 を通 して 幼児 期 の環境

の大切 さを知 ることで、家庭 や地域 が 自分 た ちを支えて いる ことに気づ き、地域 の一員 とし

ての 自覚 が もてれば、人 々と交流 を図ろ うとす る意 欲や態度が育っだ ろ う』 とい う仮説 をた

てて、研究 を行 った。

授業研究 を行 った結果、生徒 の間に幼児 の問題 を身近 な ことと して と らえよ うとす る考 え

方 が生 まれ るとと もに保育者 の気持 ちを理解 し、 自 らの成長 を振 り返 り、 自分 を育 てて くれ

た保護者 に対 して も思 いを巡 らせ られ るよ うにな って きた。 また、地域 の環境 に も注意 をは

らうよ うにな り、 日常 の話題 として話 しあえ る基盤 がで きたよ うで ある。

この ことか ら研究 のね らい として考 えていたく気 づ く〉部分 とく学ぶ〉部分 はほぼ達成 す

る ことがで きたので はないか と考 え られ る。 しか し、6時 間扱 いの本研究で は盛 りだ くさん

の内容 に したため に、学 んだ成果 を地域 の一員 と して還 元す る機会を設定す るための時間 的

余裕 が取 れなか った。 指導事例3の 学習計 画を、 もう2時 間(発 表準備 と発表 のまとめの時

間)設 け ることがで きれば、 マ ップの完成度 も高 く、幼 児の生活 に役立っ もの として地域 に

還元す ることが可能 とな り、〈生 かす〉 とい うね らい もよ り達成で きたであろ うと思われる。

また研究方法 と して考え た[導 入 の工夫]・[体 験 的な学 習の工夫]・[実 践す る力 を養 うた

めの工夫]に っいて はそれぞれ生徒 に肯定 的に受 け止 め られ、楽 しみなが ら授業 を進 めてい

こうとす る雰 囲気 を実 践全体 を通 して感 じる ことがで きた。 各授 業 に対 して"次 は何 を学 習

をす るのか"と い う期待 を もって参加 して いた生徒が多 く、生 き生 きと活動 す る生徒 の姿 は

授業者 自身 を勇気 づ けて くれ た。

他方、授業 にあた って は班討議、 ロールプ レイ ング、地域調 査な どの生徒 の主体的 ・体験

的 な学習が きちん と成立 し、かっ功 を奏す るよ うに学習技 術 と しての班活動や発表方法 の練

習 を 日常的 に見通 しを立 てて行 ってお く必要 があ る。 また ロールプ レイ ングを行 うにあた っ

ては教科 のね らいを十 分 にお さえて行 うことが大切 であ り、授 業 と して と り扱 う際 には教師

側 の十分 な配慮 が必要 であ るこ とが わか った。

この研究事例 では生徒 の 自主的 な活動 を重視 してい るので、生徒一 人一人 の心 の動 きを敏

感 に とらえる ことので きる感受性 や洞察力 が強 く教 師に求 め られ るので教師 の自己研鎭が大

切 とな って くる。
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